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【目的】 IoTデバイスやウェブ等からのデータ、国・地方自治体等が公開するオープンデータ、さらに
はユーザ自らが保有するデータとの新しい連携を目指して、異分野ソーシャルビッグデータの横断
的な流通・利活用を行うための課題を検討する

異分野データ連携の在り方について、基盤技術、
社会実装の両面から課題をまとめ、課題を整
理・体系化した技術報告書等を作成・公開

事例紹介やディスカッションを行うオープンな会
合と、特定のテーマごとに集中討議を行うクロー
ズドな会合を実施

【これまでの主な活動】

2016年9月の発足以来、計7回の会合を開催

プロジェクト構成員のケーススタディに基づく異分野データ
連携の課題と提言をまとめた技術報告書を出版（2017年6
月、Amazon Kindleなど7社から電子出版）

異分野データ流通・利活用基盤の技術的要件の集中討議
や、異分野データ連携によるスマートモビリティ高度化のモ
デルケース検討

他PJ・分科会との意見交換（技術・標準分科会など）



モデルケース：異分野データ利活用によるスマートモビリティ高度化 3

ドラレコデータ解析に
よる運転リスク分析

SNSデータを用いたイ
ベント交通状況予測

車両周辺情報のリアルタイム
センシング

リスク回避ルート探索

環境×交通リスク検出



Smart Sustainable Mobilityハッカソン 4

気象災害やヒヤリハットなど環境要因の“交通リスク
データを活用した新しいカーナビゲーションの考案”を
テーマとするハッカソン
開催日・場所：2019年2月23～24日、東京都品川区

参加者数：20名（IT・ITS分野の事業者、技術者、大学教員・学生等）

• 主催：NICT、連携：「異分野データ連携によるスマートモビリティ基盤の研究開発」
（（株）アイ・トランスポート・ラボ、東北大学、（株）オリエンタルコンサルタンツ、
慶応義塾大学、東京大学、（株）ゼンリンデータコム） [NICT委託研究課題201]

 最優秀賞 「S-KNOW」
豪雪時、路上カメラやドライブレコーダーの動画をリアルタイムに表示し、さら
に運転スキルにも合わせた運転ガイダンス
 優秀賞 「CSupNAVI」
タクシーを対象として、ゲリラ豪雨等の現地画像・データを踏まえたルートを顧
客自身が選ぶ事を可能にすることで、気象によるタクシーでのトラブルを防ぐ
 審査員特別賞 「豪雨でGO U」
ドライバーのキャラクターによってカーナビのモードを切り替え、キャラクターに
合わせた音や映像によるナビゲーションの提案
 審査員特別賞 「IKUNAVI」
ドライバーの運転スキルレベルによって、カーナビ表示の分かりやすさを変え
たり、信号での停車時間中にその先のヒヤリハット注意喚起をCMとして流す

http://ssm-hackathon.jp/

2019/2/27付日刊自動車新聞
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